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タイトル： 『ビーチゲームズ日本招致推進プロジェクト』

ODAIBAビーチスポーツフェスティバル2016

～ みんなで行こうよ!ビーチパークへ ～

＜ODAIBAビーチスポーツフェスティバル2016＞

■日 時： 2016年5月5日（祝・木））／10時00分～16時00分

※コラボレーションイベント ジャパンビーチバレーボールツアー2016

第1戦東京大会／マイナビシリーズ 5月3日（祝火）～5日（祝木）開催

■会 場：お台場海浜公園 おだいばビーチ （住所：東京都港区台場１丁目４−１）

■主 催：NPO法人日本ビーチ文化振興協会

■共 催：一般財団法人みなと総合研究財団

■後 援：国土交通省、観光庁、東京都、一般社団法人東京臨海副都心まちづくり協議会、

東京臨海副都心グループ

■協賛：東洋建設株式会社

■パートナー企業： ホテル グランパシフィック LE DAIBA 、デックス東京ビーチ、森永製菓株式会社

■協力団体：日本ビーチバレーボール連盟

一般財団法人日本ビーチサッカー連盟

一般社団法人日本ビーチテニス連盟

一般財団法人日本ドッジボール協会

ビーサン協会

日本ビーチ相撲連盟

世界ビーチベースボール協会

日本スタンドアップパドルボード協会

日本大学理工学部海洋建築工学科

一般社団法人アスリートセーブジャパン

Cheerleading Team Graces

■入場料：無料

■助 成：公益財団法人日本財団

海でつながるプロジェクト

■周辺動員数：15,000人
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会場全体図
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広報・告知活動
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チラシ・ポスターデザイン
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NPO法人日本ビーチ文化振興協会公式ホームページ
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NPO法人日本ビーチ文化振興協会Facebook
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東洋建設株式会社ホームページ
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ニッポン放送公式サイト「しゃベル」
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東京レキオスBS公式サイト
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ビーサン協会オフィシャルブログ
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TAKA SLIDEホームページ
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一般財団法人日本ビーチサッカー連盟ホームページ
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港区観光協会ホームページ
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一般社団法人アスリートセーブジャパンホームページ
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一般財団法人日本ドッジボール協会Facebook
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プログラム・会場MAPデザイン

■総合受付にて来場者に配布



取材報道
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20

ニッポン放送公式サイト「しゃベル」
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各協力団体報告書
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【競技名】 スタンドアップパドルボード（日本スタンドアップパドルボード協会）
■講師名：釜口貴晴

■参加人数 約100名（体験会60名、試乗会約40名）

年齢層：6～60才 男女比率：女性6・男性4

■所感（ご意見）

・良かった点

当日は良い天候に恵まれたおかげで、沢山の方に体験して頂けました。ライフガードの方達（3名）の協力

も有り、スムーズに進行できました。色々なご配慮に感謝致します。

・反省点

今回はお台場フェス運営事務局の方が、受付業務と整理券を制作・配布して頂けたおかげでスムーズに進

められました。感謝しております！！

反省点はあまり無いかと思います。

・今後の展望・ご意見

来年は、競技（レースなども）できるともう少し盛り上がるかと思います。当日の運営・当日の受付などがス

ムーズにできるかがキーポイントになると思います。

また来年もどうぞ宜しくお願い致します。

各協力団体（報告書）

【競技名】 ビーチバレーボール体験（日本ビーチバレーボール連盟）
■講師名 体験スクール1・3回目：野木幸子、喜嶋敏樹、山越正和、福田千代子

体験スクール2回目：朝日健太郎、浅尾美和

■参加人数 1回目：約30名、2回目：約70名、3回目：約40名（合計約140名）

■所感（ご意見）

・良かった点

幅広い年齢層の方にご参加頂きました。多くの方にビーチバレーボールを体験頂きました。

・反省点

参加者が予想以上に多く、スタッフの数が不足してしまった。

・今後の展望、ご意見

実施回数、時間帯を見直したいと思います。

ODAIBAビーチスポーツフェスティバルとの関わり方を、再検討したいと思います。
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【競技名】 ビーチフラッグス（NPO法人日本ビーチ文化振興協会）
■講師名：遊佐雅美、猪爪賢史

■参加人数 1回目（午前）：約60名（子ども40名、大人20名）

2回目（午後）：約70名（子ども45名、大人25名）

■所感（ご意見）

・良かった点

いつもは拡声器で何度か集客の呼びかけを行っていたが、事前にMCの方がマイクで開催時間をインフォメーシ

ョンしてくださったので、多くの集客につながった。ボードデッキから近い場所での開催だったため、事前エントリー

のなかったお客様の参加も多かった。

・反省点

それぞれ30分間だったので、参加人数が多いと30分では足りなかった。

景品が10個だったので、午前中の優勝者にしか配布できなかった。今後は、優勝者か参加賞かなにかしら考

えていく必要があると感じた。

・今後の展望、ご意見

ボランティアでお手伝いしてくださった学生の皆様が、機敏に動いてくださったので運営もスムーズに行うことがで

きました。

フラッグ（旗）も古くなってきたので、新たに作成したい。

夏前なので、海辺の安全紙芝居も取り入れたら良かった。

各協力団体（報告書）

【競技名】 いのちの教室（一般社団法人アスリートセーブジャパン）
■講師名：飯沼誠司

■参加人数 約40名（小学生～大人、男女比は半々）

■所感（ご意見）

・良かった点

ビーチスポーツの中でAEDを含めた安全・安心を普及するきっかけをいただいた点。

屋外イベント（特にビーチでのイベント）を経験させていただき、自分たちのノウハウを蓄積できた点。

・反省点

夏場並みの暑さだったため、屋外での長時間講習は難しいと感じた。

今回は、事務局様の方で参加者の動員をしていただきましたが、無関心層へのアプローチをどのようにするかが

今後の課題となりました。

・今後の展望、ご意見

イベントで実施する際は「AED」や「スポーツの安全」を中心にまわさないと多くの方に参加していただけないの

ではないかと感じています。

各ビーチ競技のアスリートの方にもご参加いただくような取り組みができたらより普及活動につながるのではない

かと感じました。
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各協力団体（報告書）

【競技名】 ビーチドッジボール体験（一般財団法人日本ドッジボール連盟）
■講師名 武井良行、西潟美知子

■参加人数 1回目：小名浜からの小学生招待家族（子供22人･大人20人）

2回目：地元小学生約25名（男10名・女15名）

3回目：地元の小学生約35名（男20名・女15名）

■所感（ご意見）

・良かった点

参加した代表選手にとっては初めての砂場デビューで、砂浜という環境で勝手がわからずに疲れたことも含めて

新鮮な経験に繋がったという感想が多く、ドッジボールの幅を拡げるきっかけになった。

集客に対する不安があったが、グループでチャレンジする子供や、周りの友達を誘い込んで参加する子供がいて

、特にアナウンスする事なく実施する事ができた。

一部ではあるが、周囲で見ていた親も参加してできたことは、親子でふれあう機会の場になったと思う。

ボールがあって、人がいて、場所があれば、どこでもできるスポーツだと再認識できた。

ビーチドッジ競技は、成り立つと感じた。

・反省点

10年ぶりの参画の為当時の資料が無く、参加者のイメージができず直前まで手探りになってしまった。

参加者の待機場所が無く、1時間炎天下にいた子供もいたため、休憩できる場所を近くに確保できれば良かっ

た。日焼け対策をもっときちんとすべきだった。

どのようにコートを作っていくのか等を、準備段階から参加できれば良かった。

・今後の展望、ご意見

競技種目としてのビーチドッジボールの定義はまだないですが、今後力を注ぐことで、発展の要素は非常に高

い。

現場で簡単なルールを参加者に伝えると、ちゃんとそのルールを守ろうとしており、また、ルールを守れない子供

に対して、守らせようとする子供がいる。そこに集まったお互いに知らない子供たちの中でも、共有するルールを

確認していく姿には感動ももらった。

競技種目としてのビーチドッジボールの定義はまだないですが、今後力を注ぐことで、発展の要素は非常に高

いように思います。

小名浜の子供たち、また地元の子供たちに共通して、ドッジボールは日頃から遊びの一つとしてやっているとの

事です。ルールはあまり深く考えず、最低限のルールで行う事が、手軽でいいのかなと感じました。(代表選手

に当てる事が楽しかったようです！)

地元の小学生が参加してくれた事から、お台場で次回開催があれば更に小学生が集合するかも・・・？

せっかく小名浜の児童が参加してくれました。私たちから先方に伺う事も必要かと思います。(親の笑顔が印象

的でした！)

弁当は、揚げ物無しのさっぱり弁当を選びたい。

今回を機に、ビーチドッジ委員会の立ち上げ・共通ルール作成・用具制定、その後と展望を考えている。

28



【競技名】 ビーチテニス体験（一般社団法人日本ビーチテニス連盟）
■講師名

■参加人数 体験教室（3回） 計 約60名 （1回目20名、2回目15名、3回目25名）

・年齢層：小学校低学年～成人（80％が子供）

・男女比：50％：50％

■所感（ご意見）

・良かった点

前に打合せ会議をしていることで、個々の団体ともイベント全体の流れや留意点、自分達のイベントの役割

を理解できていたので、当日とてもスムーズにスケジュール通りに進行できたのだと思います。

また、遠方（女川）から来て頂いている団体さんはリストバンドをしていたため、とても分かり易く、我々も対

応し易かった。

・反省点

ビーチテニスは大人から子供まで比較的簡単に楽しむことができるスポーツなのでビーチテニス教室を大人と

子供に分けられれば、より子供達が楽しめたのではないかと感じた（大人も子供達が多いと、遠慮してなか

なか体験して頂けない）。

体験教室の開始時に、拡声器等で周囲にアナウンスをしたほうが良かった。

一般の方が、いつ始まったのかわからず、開始時の集まりが悪かった。

今回はビーチバレーコートをお借りしての体験会だったが、その都度にネットを張り変えなければならず、準備

、撤去に時間が取られてしまった。

・今後の展望・ご意見

参加団体も増え、年々企画が充実してきていることを実感します。

今後、より多くの方に参加頂き、活動の理解を得ようと思った場合、複数日での開催ができたら、より効果が

見込めるかと思われます。

また、複数日開催の背景には、各競技団体が横断的な親交をもつ機会を増やし、それぞれの競技への理

解を深めることも重要な要素として考えます。

じっくり運営できることで、団体間の連携も密接なものになり、親交を深めることが、今後ビーチゲームズを見

据えた際の基礎づくりにもればと思いますので、今後の検討課題に盛り込んで頂けましたら幸いです。

ビーチテニスとしては独自のコートを2面作らさせて頂ければ選手のデモンストレーションの時間を設けたり、体

験会の時間が延びゲーム形式まで出来るようになったりと面白いことが出来るのではないかと感じました。是

非とも来年ご検討下さい。

各協力団体（報告書）
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各協力団体（報告書）

【競技名】 ビーサン跳ばし（ビーサン協会）
■講師名：岩井信之

■参加人数 大人男性（10歳以上）60名、大人女性（10歳以上）30名、子ども（10歳未満）40名

（午前、午後計2回の合算人数）

■所感（ご意見）

・良かった点

午前中から多くの方が参加してくださり、オープニングイベントでしたが事前告知が行き届いていた感がありま

した。

午後の表彰式を急遽メインステージに変更。入賞された方がとても喜んでおられました。

お手伝いいただいた方々が臨機応変に対応してくださり大変助かりました。

・反省点

午後の参加人数がとても多く30分の時間内では収まりきれない部分がありました。ルール説明5分。表彰5

分と考えると実質20分。メインステージでの表彰式では表彰状の作成が間に合わず賞品のみお渡しする形

に。その後大人女性部門の入賞された方が表彰状を受け取りに来られましたが他の方はいらっしゃいません

でした。せっかくのメインステージでの表彰式をしっかりやれればよかった。

時間的には難しいですが1位だけを決めるのではなく2位、3位も確定できれば良かったと思います。

チラッと聞こえた声に「2位だったんだよ」と子どもさんがお母さんに話していました。

・今後の展望・ご意見

いろいろとありがとうございました。ビーサン跳ばし選手権はできなくとも体験会というのは気軽に参加できてと

ても良かったと思います。特にオープニング後すぐの時間帯でしたのでじっくりと説明して開催するより、わーっと

来て、わーと終わっていく感じが気兼ねなく参加できるという点でふさわしい形態だと思います。

余談ですが5月1日に開催された湘南祭で参加された方がお台場にもいらっしゃいました。お台場という誰も

があこがれる場所でチャンピオンになるというのが一つのステイタスになっている感じがあります。

午前中は体験会で午後は選手権といった感じでやると、また違った方々が参加してくれるのでと思いました。

（時間的に厳しいですが・・・。）

午後の部の時間が押してしまい申し訳ございせんでした。またメインステージでの表彰式ありがとうございます

たかが“ビーサン跳ばし”ですが入賞された方が笑顔で帰っていく姿がとても嬉しく思います。また、残念だった

人も“もう一度やらせて”と言っているのを見て本気で悔しがっている感じがひしひしと伝わってきました。ビーチ

ゲームズと呼ぶには程遠いビーサン跳ばし選手権ですが何も準備なしで一般の方がトップアスリートと対等に

戦えるビーサン跳ばしをこれからもお台場で続けられたらいいなと思います。

いつも本当にありがとうございます。
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【競技名】 海辺図書館（日本大学理工学部海洋建築工学科）
■講師名

■参加人数：5月4日（15-16時）66人、5月5日（9-16時）297人

・参加の多い時間帯：11-13hにかけての参加者が最も多く、次いで15-16時が多かった。

・参加者の男女比：男性対女性は131対166となり、45%と55%となった

■所感（ご意見）

・良かった点

今回は以前までと違う場所で施工または運営をさせて頂き、より多くの来場者の方々に認知及び使用して

頂くことが出来た。

イベント前日から組立て及び施工が出来たため、気持ちと時間に余裕を持ち進められ、悪天候ではあったが

対応できた。

・反省点

イベント前夜から朝にかけての強風により、パーゴラが一つ壊れてしまった。今後、強風対策に対する改善を

行う必要がある。

イベント時に当学生がブースに固まり、利用者が使いづらくなった。今後、ブース近くに滞留者計測人員の滞

在場所を明確に決め、場を設ける。

・今後の展望・ご意見

悪天候時における行動を事前に計画をしておく。

より詳細な滞留調査を行う。

より大きな日陰空間を創出する。

現行のパーゴラだけではなく、より良い空間を創出する構造物を模索、考案する。

より短時間での簡易施工を行える施工計画を提案する。

搬出及び搬入の円滑化を行う。

椅子を新しくして頂き、椅子に関する苦情がなくなり、利用者から快適だという声を頂きました。以前よりも高

質な空間をつくることが出来ました。有難うございました。

各協力団体（報告書）

31



32



開会式
（オープニングセレモニー）
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開会式（オープニングセレモニー）

■開会式スケジュール
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【開会式】

開会宣言
遊佐雅美（NPO法人日本ビーチ文化振興協会 副理事長）、佐伯 美香（同理事）

ビーチゲームズ日本招致推進プロジェクト ナビゲーター
浅尾美和、朝日健太郎（NPO法人日本ビーチ文化振興協会理事長）
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ビーチバレーボール
松村美由紀選手

日本ビーチ相撲連盟
田島大一郎様

ビーチサッカー
東京レキオスBS 田畑輝樹選手

ビーチベースボール
塩見直樹代表・日本代表チーム美筋JAPAN

キッズチアリーディングチーム
山口紗希子様 井尻百百子様

MC ピーナッツ様

【各競技紹介】

36

ビーサン跳ばし
ビーサン協会 岩井信之会長

ビーチフラッグス
ライフセーバー 遊佐雅美選手 猪爪賢史選手

ビーチテニス
山本直晃選手

ビーチドッジボール
廣尾瑠香 選手

いのちの教室アスリートセーブジャパン

飯沼誠司様
日本大学理工学部海洋建築工学科

佐久間大和様

日本スタンドアップパドルボード協会 原良一理事長



【参加団体集合写真】
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熊本震災募金活動
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熊本震災募金活動（くまモン募金）

■募金費総額：31,526円

実行委員長でもある朝日健太郎が平成28年5月18日に熊本県庁を訪れて、知事に義援金を手渡しました。

40

＜概要＞

■趣 旨：平成28年4月14日に発生した熊本県熊本地方を震源とする最大震度７の地震により、熊本県益

城町を中心に大きな被害がでております。この災害で被災された方々を支援するため、『ビー

チゲームズ日本招致推進プロジェクト』ODAIBAビーチスポーツフェスティバル2016では、

熊本地震被害支援金「くまモン募金」を行います。

■支援先：お預かりした支援金は、全額を被災県行政にお届けいたします。

（金額はビーチ文化HP等で公表いたします）

■期 間：平成28年5月5日（木）

■設 置：総合受付一か所に設置します。

くまモン募金設置図

総合受付
くまモン募金箱設置



【募金活動の様子】
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熊本震災募金活動
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小名浜チャリティー
ビーチスポーツツアーinお台場



小名浜チャリティービーチスポーツツアーinお台場

＜概要＞

■趣旨：東日本大震災の被災地である福島県小名浜市のご家族に、はだしで思いきり遊べるビーチを提供する

■日時：5月5日 10:00～16:00

■招待：45名（大人22名、子供23名）

■内容：イベント内のビーチスポーツ、マリンスポーツの観戦、体験
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来場者アンケート報告
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ビーチスポーツについて
アンケートにお答えください！

2016/5/5

ご来場の皆さま、本日は、『ODAIBAビーチスポーツフェスティバル2016』にお越し頂きまして、
ありがとうございます！
ビーチスポーツを楽しんでいただけましたでしょうか。
また、これらから体験される方、存分に遊んでいってくださいね。
ビーチスポーツ・マリンスポーツをもっと、もっと！全国に広め皆さまに楽しんでいただけるよう、
皆様のご意見をお伺いしたく、アンケートにご協力いただけますよう、宜しくお願いいたします。

NPO法人日本ビーチ文化振興協会

●当てはまることに○をつけてください。いくつ選んでいただいてもＯＫ！

あなたについてお答えください。
□ 男性 □ 女性
□ 10歳代 □ 20歳代 □ 30歳代 □ 40歳代 □ 50歳代 □ 60歳代
□ 今日は家族で来た □今日は友人ときた □今日はひとりできた
□ 今日は仕事できた □ 今日、イベントがあることを知っていた □知らずにフラリと来た

ビーチスポーツ・マリンスポーツについて、あてはまることに〇をつけてください。
いくつ選んでいただいてもＯＫ！
（以後、ビーチスポーツ・マリンスポーツという名称を省きます。）
□ 始めて観た □ 前から知っていた
□ 今日始めて体験した □ 以前に体験したことがある
□ よくビーチスポーツをする（愛好者である） □ よくマリンスポーツをする（愛好者である）
□ とても楽しい □ とてもかっこよい □ とても興味がある □ プロの試合を観たい
□ 海外で観たことがある □ 海外の選手を知っている
□ 日本で国際大会を観たい

体験したら楽しかった競技に〇をつけてください。
☐ ビーチバレーボール ☐ ビーチサッカー ☐ ビーチ相撲 ☐ ビーチフラッグス
☐ ビーチテニス ☐ ビーチベースボール ☐ ビーサン跳ばし ☐ ビーチドッジボール
☐ スタンドアップパドル ☐いのちの教室

□ 今後、興味がある競技はありますか。
（ ）

ありがとうございました。

来場者アンケート用紙
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あなたについてお答えください。
□ 男性 □ 女性

□ 10歳代 □ 20歳代 □ 30歳代 □ 40歳代 □ 50歳代 □ 60歳代

アンケート結果
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□今日は家族で来た □今日は友人ときた □今日はひとりできた
□今日は仕事できた □今日、イベントがあることを知っていた □知らずにフラリと来た

65
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今日は家族で来た

今日は友人ときた

今日はひとりできた

今日は仕事できた

今日、イベントがあることを知っていた

知らずにフラリと来た

ビーチスポーツ・マリンスポーツについて、あてはまることに〇をつけてください。
いくつ選んでいただいてもＯＫ！
（以後、ビーチスポーツ・マリンスポーツという名称を省きます。）
□ 始めて観た □ 前から知っていた
□ 今日始めて体験した □ 以前に体験したことがある
□ よくビーチスポーツをする（愛好者である） □ よくマリンスポーツをする（愛好者である）
□ とても楽しい □ とてもかっこよい □ とても興味がある □ プロの試合を観たい
□ 海外で観たことがある □ 海外の選手を知っている
□ 日本で国際大会を観たい
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体験したら楽しかった競技に〇をつけてください。
☐ ビーチバレーボール ☐ ビーチサッカー ☐ ビーチ相撲 ☐ ビーチフラッグス
☐ ビーチテニス ☐ ビーチベースボール ☐ ビーサン跳ばし ☐ ビーチドッジボール
☐ スタンドアップパドル ☐いのちの教室

□ 今後、興味がある競技はありますか。

全部 2

ビーチ相撲 1

ビーチバレー 2

ウィンドサーフィン 4

ビーサン跳ばし 2

ビーチリレー 1

マリンヨット 1

ビーチバーベキュー 1

海辺図書館 1

ドッジボール 3

ビーチテニス 1

水泳 1

ビーチラグビー 1

ビーチサッカー 3

ハンドボール 1

バドミントン 1

ビーチフラッグス 1

スキューバーダイビング 1

スタンドアップパドル 2

サーフィン 1
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※データ分析 ビーチ文化で記入



記録写真
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メインステージ

会場ゲート
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イベントプログラム・理想のビーチデザイン展示

ビーチゲームズ関連展示

【掲出物】
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ビーチゲームズ日本招致推進プロジェクト のぼり

メイン看板
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【会場の様子】
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総合受付でエントリーを行う参加者

おだいばビーチ全体が活気にあふれました
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【ゴミバスター】

子どもたちもゴミ拾いをしました

ゴミバスター隊長朝日健太郎
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【ビーチフラッグス】NPO法人日本ビーチ文化振興協会



講師：ライフセーバー猪爪賢司
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講師：NPO法人日本ビーチ文化振興協会
遊佐雅美
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【ビーサン跳ばし】ビーサン協会
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足を大きく蹴り上げてビーサンを跳ばします

講師：ビーサン協会 岩井 信之

頑張るぞー！えいえいおー！
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【ビーチ相撲】日本ビーチ相撲連盟
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力士に負けじと踏ん張ります
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【いのちの教室】一般社団法人アスリートセーブジャパン
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講師：一般社団法人アスリートセーブジャパン 飯沼誠司

AED（自動体外式除細動器）の使い方について
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【スタンドアップパドルボード】一般社団法人日本スタンドアップパドルボード協会
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小学生は講師と一緒に海に出ます

準備体操

穏やかなお台場の海を優雅に進むスタンドアップパドルボード
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【海辺図書館】日本大学理工学部海洋建築工学科
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竹のパーゴラの下でくつろぐ来場者
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【ビーチバレーボール】日本ビーチバレーボール連盟



朝日、浅尾も講師として参加
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レシーブの練習 点を取って喜ぶ子どもたちとスタッフ
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【ビーチサッカー】一般財団法人日本ビーチサッカー連盟
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小さい子どももスクールに参加

選手を交えてミニゲーム

プロによるエキシビジョンマッチも行われました
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【ビーチドッジボール】一般財団法人日本ドッジボール協会
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ドッジボール日本代表選手も参加しました

親子でビーチドッジボールを楽しみました
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【ビーチテニス】一般社団法人日本ビーチテニス連盟



【ビーチテニス】一般社団法人日本ビーチテニス連盟
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講師：一般社団法人ビーチテニス連盟 山本直晃 初めて体験するビーチテニスを楽しんでいました
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【ビーチベースボール】世界ビーチベースボール協会
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女性もはだしになってビーチベースボールを体験


